
資料 ４－１

特定機器の判断基準について

１．第１１回省エネルギー基準部会（平成２０年４月２４日開催）において設置された「電

子計算機及び磁気ディスク装置判断基準小委員会」（委員長：松下 温 前・住宅情報

化推進協議会会長／前・慶應義塾大学教授）において、平成２１年２月より計３回の審

議を行い、トップランナー方式に基づく、新たな判断基準案を策定した。

判断基準小委員会において取りまとめられた判断基準（案）の概要は、別紙のとおり。

２．また、判断基準の策定に当たり、国民各層からの意見を参考とするために、１か月間、

判断基準の原案をホームページに掲載し、パブリック・コメントを募集することとして

いる。

３．パブリック・コメントで提出された意見については、内容の検討を行い、それを踏ま

えた上で、判断基準の最終取りまとめに反映することとする。



別 紙

各特定機器の判断基準案概要（総括表）

機 器 名 電 子 計 算 機

対象範囲 ○ 日 本 標 準 商 品 分 類 に 定 め る デ ィ ジ タ ル 型 中 央 処 理 装 置 及 び パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
た だ し 、 複 合 理 論 性 能 が １ 秒 に つ き ２ ０ ０ ， ０ ０ ０ メ ガ 演 算 以 上 の も の 、 ２ ５ ６ 超 の プ ロ セ ッ サ か ら な る 演 算 処 理 装 置 を 用 い て 演 算 を 実 行

す る こ と が で き る も の 、 入 出 力 用 信 号 伝 送 路 （ 最 大 デ ー タ 転 送 速 度 が １ 秒 に つ き １ ０ ０ メ ガ ビ ッ ト 以 上 の も の に 限 る 。） が ５ １ ２ 本 以 上 の

も の 、 複 合 理 論 性 能 が １ 秒 に つ き １ ０ ０ メ ガ 演 算 未 満 の も の 、 専 ら 内 蔵 さ れ た 電 池 を 用 い て 電 力 線 か ら 電 力 供 給 を 受 け る こ と な し に 使 用

さ れ る も の で あ っ て 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 を 内 蔵 し て い な い も の 、 フ ォ ー ル ト ト レ ラ ン ト を 除 く

区 分 、 製 造 事 業 者 等 は 、 目 標 年 度 以 降 の 各 年 度 に お い て 国 内 向 け に 出 荷 す る 電 子 計 算 機 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 区 分 ご と に 出 荷 台 数

目 標 に よ り 加 重 調 和 平 均 し た 値 が 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 目 標 数 値 を 下 回 ら な い よ う に す る こ と 。
基 準 値

（ サ ー バ 型 電 子 計 算 機 ） （ ク ラ イ ア ン ト 型 電 子 計 算 機 ）

目標年度 ○ ２ ０ １ １ 年 度

省エネ効果 ○ サ ー バ 型 電 子 計 算 機 ： ２ ０ １ １ 年 度 で ２ ０ ０ ７ 年 度 の 約 ６ ２ ％ 効 率 改 善

（注） ○ ク ラ イ ア ン ト 型 電 子 計 算 機 ： ２ ０ １ １ 年 度 で ２ ０ ０ ７ 年 度 の 約 ８ ４ ％ 効 率 改 善

(注)省エネ効果は現行の出荷台数及び区分ごとの構成に変化がないと仮定して試算したもの。

区 分 目標基準値

(W/ GTOPS)
ＣＰＵの種別 I/Oスロット数 CPUソケット数 仮区分名

専用CISC ３２未満 － A 1,95 0

３２以上 － B 2,62 0

RI SC ８未満 － C 13. 0

８以上４０未満 － D 31.0

４０以上 － E 140.0

IA 64 １０未満 － F 6.2

１０以上 － G 22.0

IA 32 ０ － H 1.3

１以上７未満 ２未満 I 1.2

２以上４未満 J 1.9

４以上 K 6.7

７以上 － L 7.4

区 分
仮区分

目標基準値

(W/GTOP S)クライアント型電子計算機の種別 主記憶容量 独立型GPU LCDサイズ

電池駆動型であってメモリチャネル

数が２以上のもの

16GB以上 － － a 2.25

4GB超16G B

未満
－ － b 0.34

4GB以下 － 17型以上 c 0.31

搭載 17型未満 d 0.21

非搭載

12型以上

17型未満
e 0.15

12型未満 f 0.21

電池駆動型以外であってメモリチャ

ネル数が２以上のもののうち電源装

置にACアダプターを用いるもの

－ － － g 0.29

電池駆動型以外であってメモリチャ

ネル数が２以上のもののうち上記以

外のもの

16GB以上 － － h 2.25

4GB超16G B

未満

搭載 － i 0.51

非搭載 － j 0.64

4GB以下 － － k 0.53

メモリチャネル数が２未満のもの － － － l 0.51

備考１「サーバ型電子計算機」とは、ネットワーク上でサービス等を提供する２４時間稼動することを前提として

設計された電子計算機であって、専らネットワークを介してアクセスされるもの。

２ 専用CISC(Complex Instruction Set Computer)：主にメインフレームサーバ等に用い、高機能で多種多様な

命令セットが用意されているプロセッサで使用されている。

３ RISC(Reduced Instruction Set Computer)：命令セットを簡単・単純化して高速性を重視している

プロセッサで、主にUNIXサーバ等で使用されている。

４ IA64,IA32：パーソナルコンピュータから高機能サーバまで幅広く使われている汎用CICS型マイクロプロセッサ

の代表的なアーキテクチャ。IA32は、その３２ビットマイクロプロセッサ・アーキテクチャであり、

主にIAサーバ等で使用される。IA64は、その６４ビットマイクロプロセッサ・アーキテクチャであり、

主に高性能サーバ等で使用される。

備考１ 「クライアント型電子計算機」とは、「サーバ型電子計算機」以外の電子計算機をいう。

２ ＬＣＤサイズとは、表示画面の対角外径寸法をセンチメートル単位で表した数値を2.54

で除して小数点第２位以下を四捨五入した数値をいう。



機 器 名 磁 気 デ ィ ス ク 装 置

対象範囲 ○ 日 本 標 準 商 品 分 類 に 定 め る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置

た だ し 、 デ ィ ス ク の 直 径 が ４ ０ ミ リ メ ー ト ル 以 下 の も の 、 最 大 デ ー タ 転 送 速 度 が １ 秒 に つ き ２ ７ ０ ギ ガ バ イ ト を 超 え る も の を 除 く

区 分 、 製 造 事 業 者 等 は 、 目 標 年 度 以 降 の 各 年 度 に お い て 国 内 向 け に 出 荷 す る 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 区 分 ご と に 出

目 標 荷 台 数 に よ り 加 重 平 均 し た 値 が 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 目 標 数 値 を 上 回 ら な い よ う に す る こ と 。
基 準 値

（ 単 体 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 ） （ サ ブ シ ス テ ム ）

備 考 １ 「 サ ブ シ ス テ ム 」 と は 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ を 複 数 有
す る も の 。 た だ し 、 単 体 デ ィ ス ク に つ い て は 、 型 名

の あ る き ょ う 体 を も っ て １ 台 と す る 。 サ ブ シ ス テ ム

に つ い て は 、 磁 気 デ ィ ス ク 制 御 部 と 磁 気 デ ィ ス ク 装 置

を 併 せ て １ 台 と す る （ 電 子 計 算 機 に 内 蔵 さ れ た 磁 気

デ ィ ス ク 制 御 部 の み を 用 い る も の に つ い て は 、
型 名 の あ る き ょ う 体 を も っ て １ 台 と す る 。）

２ E :基 準 エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 、 N ： 回 転 数 （ 単 位 回 毎 分 ）

３ l nは 底 を e と す る 対 数

備 考 １ 「 単 体 デ ィ ス ク 」 と は 、 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ が 単 一 の も の

２ E :基 準 エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 、 N ： 回 転 数 （ 単 位 回 毎 分 ）
３ l nは 底 を e と す る 対 数

目標年度 ○ ２ ０ １ １ 年 度

省エネ効果 ○ 単 体 デ ィ ス ク ： ２ ０ １ １ 年 度 で ２ ０ ０ ７ 年 度 の 約 ７ ６ ％ 効 率 改 善

（注） ○ サ ブ シ ス テ ム ： ２ ０ １ １ 年 度 で ２ ０ ０ ７ 年 度 の 約 ５ ３ ％ 効 率 改 善

(注)省エネ効果は現行の出荷台数及び区分ごとの構成に変化がないと仮定して試算したもの。

ディスクサイズ ディスク枚数 回転数 仮区分 目標基準式

７５mm超 １枚 － A E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-30.8)

２、３枚 － B E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-31.2)

４枚以上 － C E＝exp(2.11*ln(Ｎ)-23.5)

５０mm超～７５

mm以下

１枚 5000rpm以下 D E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-29.8)

5000rpm超

6000rpm以下
E E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-31.2)

6000rpm超 F E＝exp(4.30*ln(Ｎ)-43.5)

２、３枚 5000rpm以下 G E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-31.5)

5000rpm超

6000rpm以下
H E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-32.2)

6000rpm超 I E＝exp(4.58*ln(Ｎ)-46.8)

４枚以上 － J E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-31.9)

４０mm超～５０

mm以下

１枚 － K E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-30.2)

２枚以上 － L E＝exp(2.98*ln(Ｎ)-30.9)

用途 仮区分 目標基準式

メインフレームサーバ用 a E＝exp(1.85*ln(N)-18.8)

その他のもの b E＝exp(1.56*ln(N)-17.7)


